
○医育機関からの学生実習受入の要請がないため。  

○予定があれば、要望によっては可能性はあると考える。  

○必要性があれば協力する。  

○（1）－（争に同じ。  

○平成16年度までは医学生実習の受入れを行っていたが、平成17年度からは医師臨床  

研修があるため、実施していない。  

○医師研修開始に合わせて、学生実習は終了した。  

（実習受け入れ人数）  

平成16年度は3保健所各1名ずつで計3名。  

平成15年度1名、平成16年度2名。  

平成16年度15名を受け入れ  

平成16年度25人のベ75日  

平成16年度実績：筑波大学81人、燭協医科大学19人  

平成16年度 50名。平成17年度も同程度を受け入れる予定。  

平成16年度医学部学生受入 91名  

平成16年度：22名（平成17年度は．未定。）  

5年生2名  

34名  

5日間、1グループ：8名 計10グループ  

2～5人  

7名（平成16年度実績）  

約70名  

平成16実習受入実績31名  

80人程度／年  

15名程度  

保健師養成機関実習約30人  

平成16年度：31人  

1名～20名程度  

平成16年度実績は8名  

32名  

平成16年度23名  

1名などの少数  

神戸大学医学部4年生 約10名  

平成16年度 延べ55人／日  

平成16年度保健所学生実習受入延人数 医師：102名 その他：2968名  
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平成16年度受入人数 9名  

平成16年度：2名・平成17年度：4名受入予定  

35人  

平成16 2大学8名を受け入れ（独協医科大学．自治医科大学）  

平成16年度医学・保健・看護学生45名受け入れ  

67人  

新潟大学医学部医学科 31名  

平成16年度 1名  

平成17年度においては2名受入れ予定  

5人  

5～10人  

研修医27名  

香川大学医学部（約100名）  

3～15人（年間）  

夏季休暇を利用して年0～2名  

平成15年度 実習生総数（実人数） 931人  

平成9年に1名、平成12年に2名。  

平成16年度 86人  

年間26名（臨床医師研修）  

平成17年度30名程度  

・保健所実習においては、公衆衛生医師が医育機関の教員とともに企画調整を行い、指導  

も直接実施  
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（詳細）  

【実施済】  
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○医育機関は、保健所にほとんど研修の企画を任せている場合が多く、保健所医師が企画  

調整している。  

○一部保健所において実施  

○保健所実習期間初日に、所長（医師）講話で、公衆衛生における保健所等の役割につい  

て、指導を行っている。  

○実習の中の一部については、保健所長が直接指導を行っている。  

○保健所に配置している公衆衛生医師がカリキュラムの調整を行うとともに、受入れ担当  

者として指導にもあたっている。  

○公衆衛生医師のみが企画調整．指導を行っている訳ではない。実習に参画している。  

○自治医科大学学生の実習  

○保健所長が、各事業担当から提出された内容を調整し、指導にあたっている。  

○実習前より公衆衛生における研究テーマを設定し、実習によりテーマをまとめあげるた  

めの企画調整に参画し、直接指導する。  

○保健学講座の学生の保健所実習において、公衆衛生医師（保健所長）が直接学生に対し  

て講義等を行っている。  

○滋賀医大  

○保健所長及び主幹（医師）が中心となってカリキュラム作成。直接指導を実施している。  

それぞれのプログラムに基づき直接■間接に指導している。  

○指導医として対応している■。  

○企画調整、技術指導等  

○保健所（保健福祉環境事務所）の体制に応じて対応しており、必ずしも公衆衛生医師が  

企画調整を行わない場合もある。  

○学生に実習のテーマを設定させ、テーマに沿って保健所長がスタッフと実習内容を協議  

決定している。保健所長も直接指導している。  

○実習への対応は各保健所長に委ねている。講義は所長（医師）が行うが．調整及び家庭  

訪問時の同行は所長又は保健師が対応している。  

○保健所実習の内容についてはすべて、保健所が企画し、指導も公衆衛生医師を始め、保  

健所職員による。  

○保健所長が実習計画に参画し、指導も実施している。  

○卒後臨床研修実施のため、現在は行っていない。  

03日間  

○保健所実習内容の企画及び指導を担当している。  

○プログラムに、所長による講議を組み入れている。  

○保健所業務と公衆衛生医師の関わりや感染症対策などについて講義を行っている。  

○保健所長が実施 

○企画担当、健康増進担当医師が保健師、事務職員と協力して行っている。  
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○マニュアルなど定型的なものはないが、実習期間に応じてカリキュラムを作成。  

○大学の公衆衛生実習の受け入れ（当教室出身の医師が担当）  

○必要に応じて、講義などを実施している。  

○内容等については医育機関と調整し、実施（受入れ実績：平成9香川医科大学、平成1  

2山形大学、埼玉医科大学）。  

○医師臨床研修（地域保健）について．実施済み（卒後研修）  

○平成17年5月からの医師臨床研修（地域保健）は、このことを体現するもの  

○医療機関と協定を締結 実施要綱を作成し実施  

【検討中】  

○実習中は保健福祉事務所の職員が指導を行っている  

○実習があった場合、必要に応じて対応する。  

【予定無】  

○公衆衛生医師も指導の一部は行っているが、実習期間が短期間ということもあり企画調  

整まで行っていない状況にある。  

○直接指導については実施している。企画調整等については必要に必要に応じて検討する。  

○受入を実施していないため。  

○予定があれば、要望によっては可能性はあると考える。  

○医育機関から指導の協同実施について求めがあれば、可能な範囲での協力はしたいと考  

える。  

○実習内容に応じて企画調整や指導を行う職員を決定している。  

○公衆衛生医師（保健所長）の指示のもとに保健所職員が実施  

○必要性があれば検討する。  

○（1）－①に同じ。  

○平成16年度までは医学生実習の受入れを行っていたが、平成17年度からは医師臨床  

研修があるため、実施していない。  

②医育機関における進路説明会の活用  

・公衆衛生・衛生学教室における研究等の活動に関する説明を行うとともに、地方公共団  

体等における公衆衛生医師の活動に関して、公衆衛生医師より直接説明  
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（詳細）  

【実施済】  

○教室の定期的な勉強会・発表会に出席している  

○大学の講議や公衆衛生学会等において、公衆衛生医師の活動を発表・説明している。  

○医育機関より依頼があれば対応している。  

【検討中】  

○前記のとおり、一般公募を実施していないため。  

○医育機関から要請があった場合、公務に支障が生じない範囲内で対応することは可能で  

ある。  

○公衆衛生医師の説明機会を設けることについて検討が必要。  

【予定無】  

○要望があれば対応する  

○進路説明会は実施していない。採用候補者には個別に説明している。  

○要請に応じて対応を検討する。  

○進路説明会に参加し、医学生に直接説明を行う予定は当面ない。  

○毎年．定期的に採用している訳ではないので．実施していない。  

○本県の公衆衛生医師は、本庁課長、保健所長のみであり、今後増員予定等なく、採用の  

機会が極めて少ないため。  

○地元大学の公衆衛生教室への働きかけはしているが、説明会等の形式はとっていない。  

○進路説明会に参加する機会がない。  

○近年広島県の公衆衛生医師は充足しているため。  

○医師の採用にあたって公募制を採用していない  

○公衆衛生医師の活動に関して、医育機関から説明依頼があれば出来るだけ協力したいと  

考えているが、本市では、公衆衛生医師が不足している状況であることから、可能な範囲  

での協力となる。  

－47・   



○現在のところ、医育機関から進路説明会への参加の求めがなく、また、当面医師の募集  

を行う予定もないため。  

○（3）①に同じ  

○医育機関からの要請があれば検討していきたい。  

○現実的に実施段階にないので「実施できる」とはいえない。  

○採用計画がないため、説明することができない。  

○医師の採用予定がないため、行っていない。  

○機会があれば検討。  

○（1）－①に同じ。  

○公衆衛生医師確保の観点から、どのような効果が得られるか検討していきたい。  

○まだ実施していないが、医育機関との調整が取れれば、対応は可能である。  

○是非自ら出かけて行きたい。（授業のコマを受け持てばb e t t e rと考える）  

（参加回数）  

01回／年。へき地医療従事者説明会と同時に医師による進路説明会を行っている。  

・進路説明会への参加に協力し、保健所に勤務する医師又は本庁に勤務する医師から説明  

（詳細）  

【実施済】  

【検討中】  

○大学からの要請はない。公衆衛生医師確保の観点から、どのような効果が得られるか検  

討していきたい。  

○まだ実施していないが、医育機関との調整が取れれば、対応は可能である。  

○進路説明会における説明は検討が必要。  

【予定無】  
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○要望があれば対応する  

○進路説明会は実施していない。  

○要請に応じて対応を検討する。  

○進路説明会に参加し、医学生に直接説明を行う予定は当面ないが、参加する場合は、医  

師から自らの志望動機や体験談等を話してもらうようにする。  

○同左  

○左記設問参照  

○同左  

○同左  

○新規採用の募集を行っていないため。  

○要請があれば、参加することとしている。  

○医育機関から要請があった場合、公務に支障が生じない範囲内で対応することは可能で  

ある。  

○進路説明会へは出来るだけ協力したいと考えているが、本市では、公衆衛生医師が不足  

している状況であることから、可能な範囲での協力となる。  

○現在のところ、医育機関から進路説明会への参加の求めがなく、また、当面医師の募集  

を行う予定もないため。  

○現実的に実施段階にないので「実施できる」とはいえない。  

○採用計画がないため、説明することができない。  

○教室の定期的な勉強会■発表会に出席している  

○機会があれば検討。  

○（1）－①に同じ。  

○へき地医療徒事者説明会と同時に医師による進路説明会を行っている。  

○医育機関より依頼があれば対応している。  

○是非協力する。  

③卒後臨床研修（地域保健・医療）の充実  

・保健所は積極的に臨床研修医を受け入れ、地域保健一医療研修のうち少なくとも保健所  

での研修を2週間以上実施  
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（詳細）  

【実施済】  

○平成17年度から実施することとしている。  

○今年度から7保健所中5保健所で受入れ予定（期間は1週間から2週間程度）。  

○平成16年度受入実績：平成17年2月1日～28日、秋田中央保健所、2名。  

○臨床研修医を積極的に受け入れている。  

04週間の受け入れを予定している。  

○平成17年度より．年間約150名の臨床研修医に対し．1か月間の研修を実施する予  

定。  

○平成17．5から2保健所において受入れする。  

○県が設置する5保健所において、合計56人の臨床研修医を受け入れる予定であり、こ  

のうち37人については、2週間以上の研修を実施する予定。  

○臨床研修病院と各保健所間で調整して研修期間を決定することとしており、2週間以上  

の期間は極めて少ない。  

○平成17年度より受け入れ実施  

○■1週間のプログラムで、保健所研修を受け入れている。  

○地域保健の中核機関である保健所の業務を理解し、その現場を実地に体験できるような  

研修プログラムに基づき、原則として1ケ月程度の研修を行う 平成17年度受入予定人  

数 約120名  

○本県では5つの研修ブロックがあり、全てで地域保健■医療研修を1か月間（一部は2  

週間）することとなっている。  

○全保健所で実施する（実施できる）（一部は1週間）  

○鳥取、倉吉、米子の各保健所で受入実施中（平成17～）  

○標準プログラム（2週間・1ケ間を作成し、各保健所単位で調整の上受け入れていく。  

（今年度受入予定：36名）  
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○平成17年度から3保健所において2週間以上の研修を実施  

○平成17年度は臨床研修指定病院（5医療機関）から臨床研修医を8保健所（保健福祉  

環境事務所）で分担して受け入れる予定である。  

○平成16年度より、1ケ月間の受け入れ期間で研修を実施している。  

○平成17年度から受け入れる予定  

○今年度は、保健所毎に1～2週間、1ケ月の受入を実施。平成18年度より2週間の保  

健所研修を計画している。1名～20名程度  

○平成17年6月から臨床研修医を受入予定  

○研修を1ケ月実施  

○平成17年度より実施。  

○臨床研修医の研修は、1か月間の日程で行う予定である。各月3名で年間5か月実施予  

定である。  

○本市保健所においては、研修医受け入れ1年目で、12名を受け入れ、現在6名が研修  

済。今後も受け入れを行う。  

○本年5月より、1ケ月単位に受け入れ予定。  

○平成17年度より医師臨床研修協力施設の責任者として、73人受入予定。  

○平成17年度から3週間の研修を実施  

○管轄地域内の3ケ所の研修指定病院から20名程度で受け入れる方向で調整中。  

○近隣研修病院より受け入れ、期間は3週間または4週間とする予定。  

○平成17年度から27名を受け入れる。  

○鹿児島市立病院の臨床研修医の受入を行うとともに、鹿児島大学医学部・歯学部の臨床  

研修協力施設になっている。  

○平成17年度より受け入れ実施（初回 5／16～5／27）  

○平成17年度から受入始  

○一部1週間で実施している。  

○平成17年5月より実施。  

○本年度は東大とのみ契約  

【検討中】  

○基本的には1ケ月を想定しているが、病院のプログラムにより2週間未満の場合もある  

○県内の全臨床研修病院から臨床研修医を受け入れる予定。  

02～3箇所の保健所で1か月程度の臨床研修を受け入れる予定（内容は未定）  

○臨床研修病院と各保健所とで、プログラム・研修期間等調整中  

○川崎市では、7区全てでH17年度より受け入れている。（H17年度6月、9月、11  

月、2月）  

○平成17年度より1ケ月を単位として受入れ予定  

01週間受け入れ中  
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○臨床研修協力施設となっているが、受け入れ実績はない。  

【予定無】  

○全保健所において、受入を実施している。  

○地域保健・医療研修のうち、保健所で1週間の実習を実施している（平成17年度：4  

病院、6名を受け入れ）  

（臨床研修医受け入れ数）  

○研修医14保健所で69名（平成17年度）  

○平成17年3月における平成17年度の受入予定数は40人となっている。  

○平成17年は16名程度（2週間以上）を予定。  

○平成17年度36名の受け入れ予定  

○平成17年度：8名（筑波大学付属病院）  

○平成17年度は14名を受入予定であり、うち11名については2週間以上の研修を行  

う予定。  

○平成16年度 0人、平成17年度 29人（予定）  

○平成17年度臨床研修医受入予定 111名  

○平成16年度2名  

○平成17年度予定：69人  

017人  

023名（1ケ月間4名、1週間19名）  

○平成17年予定：50人程度  

037人  

○平成17年度105人受入れ予定（17年5月以降、順次受け入れいいく予定）  

080人  

○平成17 兵庫県：61名 ＜参考＞平成17保健所設置市（4市）：78名  

50名（予定）  

036人  

02週間以上2名（その外1週間17名）  

017年度受け入れ数は25名、うち2週間は8名（2保健所）  

040人程度／年  

022名  

○平成16年・・・1名、平成17年・・・11名（予定）  

○平成16年1名 平成17年 2保健所で29名を予定  

○平成17年度10人を予定している。  

017年度73名  

○平成17年度：9人予定  
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017年度受入れ予定数47名  

○年間12名  

088名  

○平成17年度 37名  

0130名  

060名1年間  

02週間34名、4週間16名（平成17年度予定）  

○平成17年度は15名を受れ入れる予定である。  

○平成17年度は6名を受け入れる。  

○平成17年16名を受け入れ予定  

○平成17年度4週間2名、2週間5名計7名受入予定  

○平成17年度は．12名の受け入れ予定  

018名程度（月2名、9ケ月）  

○平成16年度2名、平成17年度13名（予定）  

○平成17年度 14人  

○平成17：15名  

○平成17年度30名  

○平成16年度は2名（1週間）  

○平成17年度においては15名予定している。  

○平成17年度13名  

○平成17年度は高松市民病院から1名．高松日赤病院から5名受け入れ  

○平成17年度は3名  

○平成16年度2名 平成17年度12名予定  

○平成17年度は14名受け入れ予定  

08名（本年度から2名ずつ1ケ月単位で受け入れ予定。）  

○平成17年度 13人（予定）  

○平成17年度 14名受け入れ  

○平成17年度受け入れ予定数13名  

02W受入→12名 4W受入→8名  

○平成17年度より．1ケ月単位で受け入れ．19名／1年  

02人／月 ×10ケ月＝20人／年間  

○平成17年度 29人予定  

○予定 14名  

06人  

○平成17年度 保健所12名 保健センター 8名計20名の計画です  

01ケ月×14名、1週間×3名、3日×5名（平成17年度より）  
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015人＋医師会受入研修医15名に単発プログラムを提供。  

01ケ月受入れ 11名、2週間受入れ 6名、計17名  

○平成17年度 東京慈恵医科大学病院6人、日本医科大学病院11人の受れ入れ  

01ケ月1名ずつ年間12名  

01か月2名×9か月＝18名  

014名（平成17）  

○平成17年度 県14名、中核市37名  

○約60名  

06保健所で計9病院から26名受入予定（岐阜市除く）  

○平成17年度…4人（1人につき4日間）平成18年度増員を検討中  

○平成17年度は、全市で31名予定している。  

013～15名程度を受入れ予定  

○平成17年度は研修期間1週間で、23名を受け入れている。  

○平成17年度13名予定  

○平成17年度 7人（予定）  

025名程度  

○平成17年度9名予定  

○平成17年度 12名受入予定  

011名  

○平成17年度は計14名受入れ予定。  

015名  

○平成16年 1名、平成17年 40名程度（予定）  

023人（1週間以内の研修を実施予定）  

○平成17年度は1週間、21人を受け入れる。  

・実施可能な保健所においては、1か月単位間の研修の実施  
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（詳細）  

【実施済】  

○平成17年3月における平成17年度の1か月単位の研修受入予定者は3保健所11人  

となっている。臨床研修病院からの要請は、ほとんどが期間を2週間とする研修である。  

○一部保健所において4週間の研修を実施  

○今年度の受入予定のうち、10名については4週間の研修を実施する予定。  

○県内の臨床研修病院が実施する臨床研修のうち、地域保健の項目について1カ月の研修  

を実施予定（平成17）  

○前述のとおり  

○研修期間は原則1カ月としている。  

○上記のうち、7人については、1か月間の研修を予定している。  

○要望があれば受入可能  

○左記に記載  

○一部を除き1か月間の研修を実施する。  

○一部の保健所で実施  

○要請に基づき実施している。  

01保健所において実施（1／9）  

○平成17年度1ケ月受け入れ数は、17名（3保所）  

○結核定期外健診、結核審査会及びエイズ相談等の業務に従事させることとしている。  

○平成17年度から実施予定であり、1ケ月のプログラムを考えている。  

○一部の保健所において、実施予定。  

04週間の研修を一保健所で予定  

○研修期間は4週間に設定することとしている。  

04週間（1ケ月）16名（平成17年度予定）  

○平成17年度より実施。  

01か月間の研修を予定している。  

○今年度は10月～12月の期間、研修医6名を実施予定  

○（3）の③と同じ  

01か月2名づつ8か月間合計16名  

01ケ月単位で受入れ  

01月を単位に9ケ月予定。  

04週間の研修を保健所、健康部、保健センターで行なう。  

○基本的には4週間単位で研修を実施することとしている。  

○平成16年度は4週間実施  

02名ずつ1ケ月単位で、8名受け入れ予定。（7月～10月）  
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04週間研修（8名）  

○全て1ケ月単位で行なっている。（但し、3月と9月は除く）  

○東京都として実施。本区独自ではなし  

07名を1か月  

○平成17年度は、1ケ月単位で、11名を受入れる予定  

○平成17年度から、1か月単位の研修実施。延19人の予定  

【検討中】  

○県で作成した標準プログラム（1ケ月）を参考にして、各保健所において実施すること  

となるが、研修期間や内容等については、保健所と病院双方で協議し、決定する  

○臨床研修病院と各保健所とで、プログラム・研修期間等調整中  

○平成17年度より受入れ開始（13～15名程度を受入れ予定）  

○前間13名中 3名 予定  

○平成17年度実施  

○受けいれ可能だが地域保健医療を医療機関と分担しており、現在は1週間である  

パワーは要るが、2週間以上も、1ケ月以上もほぼ同じと思っている。  

○市立函館病院臨床研修  

○受入れ病院によっては、1か月間実施予定。  

【予定無】  

○臨床研修医の受け入れは、本年度から開始するものであり、今年度の受け入れは1週間  

から2週間の期間で受け入れることとなった。長期間の研修については、今後、臨床研修  

病院との調整が必要となる。  

○既に多数の臨床研修医のほか、医師以外の技術職の研修もを大量に受け入れており、長  

期の研修の受入は保健所の運営上、困難と言わざるをえない状況である。  

○兵庫県健康福祉事務所（保健所）での受入は、一律2週間としている。  

○研修期間は、保健所により3日～3週間の間で実施している。  

○受入体制等の問題もあり、現時点においては実施していない。  

○複数月にまたがる研修は、日常業務に支障があり、困難である。  

01か月の研修期間のうち、3週間を保健所・保健センターで、1週間を介護老人保健施  

設で実施  

○要請があれば検討していきたい。  

○現実的に実施段階にないので「実施できる」とはいえない。  

01か月単位間の研修の実施は、現行の運営体制のもとでは困難であると考える。  

○区医師会の10日間と合わせ1か月間のみ  

④ホームページ等の媒体を活用した普及啓発  

・公衆衛生医師の募集を行う際に、例えば公衆衛生医師の業務内容、役職、モデルとなる  
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複数の公衆衛生医師からのメッセージ等の記載  

）．  

都遭府県  

指定都市  

中核市  

その他政令市  

特別区  

全ホ計  

0ヽ  10ヽ  20ヽ  30ヽ  10ヽ  50ヽ  60ヽ  70ヽ  80ヽ  90ヽ  ＝柑ヽ  

（詳細）  

【実施済】  

○東京都のホームページ及び募集パンフレットにおいて、業務内容等を掲載し、公衆衛生  

医師の職務の普及啓発に努めている。  

○募集案内及び様々な公衆衛生の現場に勤務する複数の医師からのメッセージ等を掲載し  

た採用ガイド（常時搭載）をホームページに搭載している。  

○公衆衛生医師の募集に当たっては、業務内容、勤務時間、休暇、給与、勤務場所、福利  

厚生。研修の概要等を掲載している。  

○業務内容の記載  

○募集人員、業務内容、役職等を掲載している。  

○募集人数、職務内容等を掲載（平成16年度）。  

○都で実施  

【検討中】  

○現在、ホームページには募集要項を載せているが、公衆衛生医師の業務が具体的にイメ  

ージできるような情報の提供も必要と考えている。  

○公募するかどうかも含めて、今後、検討していきたい。  

○今後、募集を行う際には、実施したい。  

○複数の公衆衛生医師からのメッセージを記載するようにしたい。  

○ホームページでの公衆衛生医師の募集に際して、業務内容、役職は記載しているが、公  

衆衛生医師のメッセージは記載していない。  

○現在医師の採用の予定がないため実施はしていないが、募集時は業務内容等を記載する  

予定である。  

○人事当局が増員OKを出せば、これらのことは可能。  

【予定無】  
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